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京
都
市
役
所
都
市
計
画
局
に
、昨
年
４
月
、

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
推
進
室
」
が
発
足
し
た
。

前
身
は
交
通
政
策
室
。
観
光
や
経
済
、
あ
る

い
は
教
育
や
健
康
、
観
光
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
、
幅
広
い
視
野
に
立
っ
た
「
人
が
主
役

の
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
」
を
つ
く
る
交
通
政

策
を
目
指
し
て
組
織
改
正
さ
れ
た
。

「
交
通
政
策
で
は
な
く〝
交
通
ま
ち
づ
く
り
〟

政
策
」
と
佐
伯
康
介
室
長
は
説
明
す
る
。

公
共
交
通
利
用
に
誘
導
す
る

年
間
５
０
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

国
際
観
光
都
市
・
京
都
が
抱
え
る
い
ち
ば
ん

大
き
な
悩
み
は
〝
交
通
問
題
〟
だ
。
市
民
の

マ
イ
カ
ー
依
存
度
の
高
ま
り
と
と
も
に
自
動

車
で
訪
れ
る
観
光
客
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
た
め
、
渋
滞
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。
観
光
客
の
各
種
調
査
で

も
、
交
通
問
題
や
道
路
問
題
が
改
善
点
の
上

位
に
あ
が
っ
て
い
る
。

京
都
市
で
は
、
平
成
15
年
度
に
自
動
車
交

通
抑
制
を
中
心
と
す
る
「『
歩
く
ま
ち
・
京
都
』

交
通
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
公
共

交
通
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
公

共
交
通
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
き
た
。

特
に
観
光
客
に
対
し
て
は
交
通
事
業
者
と

協
働
し
、
公
共
交
通
の
利
用
に
誘
導
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
。
平
成
14
年
度

か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の

「
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
京
都
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、

昨
年
は
11
月
の
1
カ
月
間（
例
年
は
5
日
間
）

に
わ
た
っ
て
拡
大
実
施
し
た
。

「
シ
ー
ズ
ン
中
の
市
内
の
交
通
渋
滞
を
知

ら
ず
に
マ
イ
カ
ー
で
訪
れ
、
苦
労
し
て
い
る

観
光
客
が
非
常
に
多
い
。
マ
イ
カ
ー
か
ら
公

共
交
通
に
乗
り
換
え
て
、
目
的
地
ま
で
移
動

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
佐
伯
室
長
。

昨
年
は
、
大
津
・
山
科
・
伏
見
・
長
岡
京

の
四
つ
の
エ
リ
ア
に
12
箇
所
、
約
１
９
０
０

台
分
（
一
部
有
料
）
の「
の
り
か
え
駐
車
場
」

を
用
意
。
さ
ら
に
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク

に
な
る
下
旬
の
５
日
間
に
は
、
近
畿
運
輸
局

京
都
運
輸
支
局
や
京
都
大
学
な
ど
6
カ
所
の

協
力
を
得
て
８
３
０
台
増
分
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
開
放
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
制
作
し
、
最
寄
り
駅
か
ら
「
嵐
山
」「
東

山
」
へ
の
鉄
道
を
利
用
し
た
ア
ク
セ
ス
方
法

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
解
説
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
京
都
市
の
取
り
組
み
を
受
け
て
、

鉄
道
事
業
者
も
独
自
に
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
を

実
施
し
て
い
る
。京
阪
電
鉄
で
は
、大
津
市
・

京
都
市
の
協
力
を
得
て
、
京
津
線
「
浜
大
津

駅
」に
隣
接
す
る
二
つ
の
公
共
駐
車
場
に
マ
イ

カ
ー
を
駐
車
し
、鉄
道
で
京
都
を
観
光
す
る

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
を
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
。

１
日
乗
り
放
題
の
割
引
乗
車
券
の
購
入
の

ほ
か
、１
日
駐
車
券
１
０
０
０
円
が
５
０
０

円
に
な
る
特
典
を
つ
け
て
い
る
。
初
年
度
の

利
用
は
２
５
０
台
だ
っ
た
が
、
３
年
後
に
は

８
４
０
０
台
も
の
利
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。

新
た
な
総
合
交
通
戦
略
を
策
定

平
成
15
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「『
歩
く
ま

ち
・
京
都
』
交
通
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
だ

が
、
そ
の
後
の
社
会
経
済
情
勢
な
ど
の
変
化

を
受
け
て
、
現
在
京
都
市
で
は
新
た
に
「『
歩

く
ま
ち
・
京
都
』
総
合
交
通
戦
略
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
昨
年
、
京
都
市
で
は
市
内
最
大
の
繁
華

街
、
四
条
通
の
歩
道
の
拡
幅
と
公
共
交
通
優

先
の
取
り
組
み
を
内
容
と
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
化
の
交
通
社
会
実
験
を
実
施
し
て

い
る
。

「
こ
れ
ま
で
自
動
車
が
占
領
し
て
い
た
道
路

を
、
歩
行
者
に
譲
っ
て
も
ら
う
。
人
が
主
役

の
ま
ち
、
ま
ち
の
中
を
楽
し
く
歩
き
や
す
く

し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
」（
佐
伯
室
長
）

で
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

「『
歩
く
ま
ち
・
京
都
』
総
合
交
通
戦
略
」

は
、
こ
の
「
人
が
主
役
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

写
真
提
供
◉
京
都
市
都
市
計
画
局 

歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室
　
文
◉
茶
木
　
環（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　
撮
影
◉
織
本
知
之

京
阪
電
鉄
が
掲
げ
る
重
点
エ
リ
ア
の
一
つ
で
あ
る
京
都
で
は
、

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
共
交
通
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

１
５
０
万
人
の
市
民
の
生
活
拠
点
で
あ
り
、
５
０
０
０
万
人
が
訪
れ
る
国
際
観
光
都
市
─
─

利
便
性
の
向
上
と
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
に
取
り
組
む
。

市
は
、
交
通
事
業
者
と
と
も
に
京
都
の
将
来
を
紡
ご
う
と
し
て
い
る
。

地
域
の
将
来
を
か
け
た

公
共
交
通
優
先
の

ま
ち
づ
く
り
。

京都市都市計画局
歩くまち京都推進室　室長

佐伯康介
Kosuke SAEKI
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昨
年
11
月
に
京
都
市
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、「
京
都
の
風
景

に
は
歩
く
人
々
の
方
が
な
じ
む
」が
86
％
、「
公

共
交
通
や
徒
歩
・
自
転
車
を
大
切
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
」
と
80
％
の
市
民

が
考
え
て
お
り
、
市
民
の
公
共
交
通
優
先
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

し
か
し
佐
伯
室
長
は
、
こ
の
結
果
を
慎
重

に
受
け
止
め
る
。

「
そ
れ
が
理
想
的
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

実
生
活
で
は
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
、
荷
物

が
多
い
な
ど
の
理
由
で
マ
イ
カ
ー
頼
り
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
最
終
的
に
は
根
底

の
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
。
そ
れ
に
は
個
々

の
移
動
者
の
課
題
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
」
と
話
す
。

荷
物
の
キ
ャ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
直
接

的
な
解
消
策
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
、
あ

る
い
は
交
通
案
内
―
―
だ
か
ら
こ
そ
、
幅
広

い
視
野
で
交
通
政
策
を
と
ら
え
直
す
こ
と
が

必
要
な
の
だ
ろ
う
。

交
通
事
業
者
が
団
結
で
き
る
仕
組
み
を

京
阪
電
鉄
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る
東
福
寺

ル
ー
ト
の
確
立
や
、
京
都
市
営
地
下
鉄
「
四

条
駅
」
と
阪
急
電
鉄
京
都
本
線
「
烏
丸
駅
」

の
乗
り
継
ぎ
施
設
の
取
り
組
み
（
連
絡
通

路
に
昇
降
機
を
設
置
・
市
バ
ス
の
案
内
板
設

置
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
京
都
市
で

は
、
す
で
に
事
業
者
間
の
連
携
が
進
ん
で
い

る
。
市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
個
々
の
事
業

者
間
の
連
携
を
さ
ら
に
大
き
な
枠
組
み
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
希
望
だ
。

「
各
事
業
者
が
苦
労
し
て
改
善
を
図
っ
て

い
る
の
は
よ
く
分
か
る
。
け
れ
ど
も
市
民
に

と
っ
て
は
ま
だ
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
り
、
車

を
使
え
な
い
高
齢
者
も
増
え
て
く
る
。
地
域

に
な
じ
み
が
な
い
観
光
客
が
利
用
し
や
す
い

と
い
う
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
も
利
用
し

や
す
い
と
い
う
こ
と
。
便
利
で
使
い
や
す
い

交
通
体
系
を
整
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
京
都
の
交
通
事
業
者
が
一
致
団
結
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。
将
来
像
を
見
据
え

て
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
き

た
い
」
と
佐
伯
室
長
は
語
る
。

京
都
の
賑
わ
い
と
歴
史
・
文
化
を
継
承
す

る
た
め
の
、
公
共
交
通
を
優
先
す
る
ま
ち
づ

く
り
―
―
国
際
観
光
都
市
が
打
ち
出
す
交
通

ま
ち
づ
く
り
構
想
に
注
目
と
期
待
が
か
か
る
。

京
都
市
の
総
合
交
通
戦
略
は
今
夏
、
策
定

さ
れ
る
。

く
り
」
を
さ
ら
に
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に

策
定
さ
れ
る
も
の
だ
。
公
共
交
通
優
先
の
歩

い
て
楽
し
い
ま
ち
を
目
指
し
、
既
存
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取

り
組
む
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
「
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
未
来
の
公
共
交
通
ま
ち
づ

く
り
」「
公
共
交
通
優
先
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

の
三
つ
の
検
討
部
会
が
議
論
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
動
き
に
つ
い
て
市
民

は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
公
共
交
通
優
先
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
検
討

部
会
で
は
、

観光客であふれかえる紅葉シーズン（写真は東山）。のりかえ駐車場を市が用意し「車を置いて、
電車で行こう」、パーク＆ライドを推進する。

交通案内を要所要所に表示し、観光客に公共交通の利用を呼びかける。

紅葉の名所・嵐山は最も混み合うエリア。

京阪神圏における鉄道整備
［東西軸の充実とネットワーク強化］
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